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The distribution of the ghost crabs (genus Ocypode) inhabiting sand beaches was investigated in early autumn on the 
entire coast of the middle to southern Kinki District in 2002, 2010 and 2019. From 2002 to 2010, the tropical species of 
Ocypode ceratophthalma, O. sinensis and O. cordimanus extended their distributions northerly, with their abundances 
increased, whereas the temperate species O. stimpsoni decreased in the abundance. This trend, however, was reversed 
from 2010 to 2019, i.e., the temperate species O. stimpsoni increased in many beaches, whereas all of the tropical species 
decreased in many beaches and their northern extension retreated. Comparison of the body size structure among three 
years revealed that relative abundance of small crabs to large crabs increased in 2019, compared with that in 2002 and 
2010, not only for the temperate species but also for the tropical species of O. ceratophthama and O. sinensis. The 
distributional change of Ocypode species from 2002 - 2010 to 2019 in the Kinki District is considered to be associated 
with recent increase in the distance of the Kuroshio Current to the shore caused by Kuroshio meander.

Keywords: Ocypode, sand beach, distribution, Kinki District, northern extension of distribution, Kuroshio meander

要旨：近畿地方中南部の砂浜海岸に生息するスナガニ属カニ類， 温帯性種 （スナガニ）， 南方系種 3 種 （ツノメガ

ニ，ナンヨウスナガニ，ミナミスナガニ） の分布調査を，2019 年に実施し，既報の 2002 年と 2010 年との比較を行った。

2002 年に比べて 2010 年の調査では南方系種の個体数増大と分布の北進， 温帯性種スナガニの個体数減少が認め

られたが， 2019 年には逆方向の変化がみられるとともに， 温帯性種， 南方系種の双方に体サイズの小型化が認めら

れた。 これらの変化は， 2002 年， 2010 年には紀伊半島に近接していた黒潮が 2019 年には蛇行・離岸したことによっ

てもたらされたものと推察された。

キーワード：スナガニ属， 砂浜海岸， 分布北進， 分布域， 近畿地方， 黒潮蛇行
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はじめに

近年，地球温暖化に伴う気温・海水温の上昇

により温帯域の海域に熱帯・亜熱帯性の種（以

下，南方系種とする）が増えつつあるという現

象が，日本沿岸（Ohgaki et al.，1999；Yamano et 

al.，2011；石田ほか，2018）のみならず，北欧

（Göransson，2017）やイギリスの沿岸（Mieszkowska 

et al.，2006）からも知られている。砂浜海岸の高

潮帯から潮上帯に造穴して生息するスナガニ属

（Ocypode）のカニ類（以下，スナガニ類とする）

についても，南方系種の北進が日本の海岸線で広

く認められている（淀ほか，2006；高田・和田，

2011；渡部ほか，2012；和田・和田，2015；若林，

2018；渡部ほか，2018）。

スナガニ類は，砂浜の人的利用の指標として

も近年世界的に注目されている（Schlacher et al.，

2016）。具体的には，人的利用が多い砂浜やオフ

ロード車の乗り入れがある砂浜では，スナガニ

類の生息数が少なくなること（Schlacher et al.，

2007；Schlacher & Lucrezi，2010；Noriega et al.，

2012；Suciu et al.，2018），さらには地球温暖化に

よる気候変化に伴う異常波浪の影響が人的影響の

強い砂浜海岸ほどスナガニ類の生息への負の影響

が大きいこと（Machado et al.，2019）が報告され

ている。日本沿岸の砂浜海岸でも人的利用がスナ

ガニの生息数に影響していることが日本海沿岸で

報告されている（和田，2009；宇野ほか，2012；

和田ほか，2015）。

以上のように砂浜海岸に生息するスナガニ類

は，南方系種の北進の指標と，砂浜への人的影響

評価の指標として注目されているが，同一地域内

で実施した追跡調査によりスナガニ類南方系種の

分布北進現象を捉えたのが，近畿地方の播磨灘

から大阪湾，紀伊半島に及ぶ沿岸域で 2002 年と

2010 年に実施された分布調査（渡部ほか，2012）

である。それによると，国内では北海道から種子

島に分布する（五嶋，2017；渡部ほか，2018）温

帯性種のスナガニ O. stimpsoni は，2010 年には分

布域，個体数とも縮小していたのに対し，琉球列

島や海外の熱帯・亜熱帯地方を中心に本州以南で

記録がある（Lucrezi & Schlacher，2014；渡部ほか，

2018）南方系種のツノメガニ O. ceratophthalma，

ナンヨウスナガニ O. sinensis，ミナミスナガニ O. 

cordimanus の 3 種には分布域の拡大や個体数の増

加がみられたのである。

このような国内における南方系種優勢化の趨勢

の中にありながらも，和歌山県沿岸域では，ご

く近年になって南方系種の衰退も報告されてい

る。例えば，白浜町の番所崎の岩礁海岸で貝類群

集を 1985 年から 2010 年まで毎年モニタリングし

た石田ほか（2018）は，1997 ～ 1998 年を境に南

方系種が増加の一途を辿ることを明らかにしてい

るが，その番所崎では，南方系のオハグロガキ

Saccostrea mordax の大量死とともに南方系種の棘

皮動物や腹足類の極端な密度低下が 2018 年に観

察されている（米本，2018）。また，干潟に生息

する南方系種のヒメシオマネキ Gelasimus vocans

を田辺湾において 1994 年から 2018 年まで追跡し

た田名瀬・和田（2019）は，本種が 2011 年にはいっ

たんみられなくなり，2018 年にも著しく少なく

なったことを報告している。

スナガニ類においても，田辺湾でこの数年内に

みられたような南方系種の一時衰退がみられるの

か，あるいは 2002 年と比較して 2010 年にみられ

た南方系種の分布拡大と温帯性種の分布縮小の傾

向が 2019 年にはさらに強められているのか。こ

れらの点を明らかにするため，本研究ではそれぞ

れの種の出現個体数や，越冬や繁殖の有無の判断

材料となる体サイズ組成について経年的に比較し

た。
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材料と方法

2019 年 9 月 24 日～ 10 月 6 日の期間に，播磨灘，

大阪湾，紀伊水道および紀伊半島太平洋岸の 4 つ

の海域沿岸に設定した調査地点において現地調査

を実施した（Fig. 1）．前報（渡部ほか，2012）では，

2002 年 9 月 5 ～ 30 日と 2010 年 9 月 3 日～ 10 月

24 日に実施した 22 地点について報告したが，本

研究では，2019 年に実施した 16 地点と同一地点

の両年のデータを抽出し，比較を行った。

現地調査は，砂浜の波打ち際から潮上帯までの

広い範囲において巣穴を探索し，スコップで掘り

返して採集する方法で行い，4 名の調査者がそれ

ぞれ 1 時間作業を行うことを基準とした。調査人

員に変化がある場合は，上記の述べ作業時間 4 時

間を目安に調査努力量を調整した。

探索終了後に，採集した個体の種の同定，雌雄

の判定，ノギスによる甲幅測定を行った後，元の

生息地に放逐した。 腹節の外部形状からの雌雄

判別が困難な小型個体については，ピンセット

を用いて腹節を開き，腹肢の形態を観察して判定

した。さらに，現地で同定が困難であった一部

の個体については 5％ホルマリンで固定後に持ち

帰り，双眼実体顕微鏡により種の同定を行った。

種の同定に当たっては，酒井（1976），Huang et 

al.（1998）および渡部・伊藤（2001）による形態

的特徴を根拠とした。

結果

海域別出現個体数

海域別の出現個体数を，2002 年，2010 年，

2019 年に分けてまとめた（Fig. 2）。スナガニは北

側の海域ほど多い傾向がみられ，最も北の播磨灘

では採集個体のほとんどを占めた。一方，ツノメ

ガニとナンヨウスナガニは南側の海域ほど多い傾

向がみられ，大阪湾以南ではツノメガニが最も多

くの個体を占めることが多く，最も南側に位置す

る太平洋岸では，ツノメガニとナンヨウスナガニ

がほとんどを占めた。ミナミスナガニは，大阪湾

以南においてごくわずかに採集された。

経年変化についてみると，播磨灘～紀伊水道の

Fig. 1. Study sites. 1. Houden, 2. Karafune, 3. Himeji, 4. Hayashizaki, 5. Funase, 6. Sumoto, 7. Koushien, 8. Kaikake, 
9. Nakusanohama, 10. Nishihiro, 11. Koura, 12. Ama, 13. Rinkai, 14. Satono, 15. Tamanoura, 16. Nachi.
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海域において，スナガニは 2002 年に比べて 2010

年は減少し，2019 年に増加しているのに対し，

ツノメガニは 2002 年に比べて 2010 年に増加し，

2019 年に減少するというスナガニとは逆の変化

がみられた（Fig. 2）。太平洋岸では他の海域と変

化の傾向が異なり，2002 年から 2019 年にかけて，

スナガニは増加傾向，ツノメガニは減少傾向がみ

られた。

ナンヨウスナガニは，2002 年には播磨灘では 1

個体が採集されたのみであったものが 2010 年に

は 7 個体に増加し，その後 2019 年には播磨灘で

は全く採集されず，大阪湾以南でのみみられるよ

うになった。

ミナミスナガニは，2002 年には紀伊水道以南

に出現していたものが，2010 年には大阪湾にま

で北進したものの，2019 年には最も南の太平洋

岸で採集されたのみであった。

地点別個体数比率

スナガニとツノメガニ

播磨灘西部に位置する St. 1（宝伝）と St. 2（唐

船）では，3 回の調査を通じて常にスナガニのみ

が採集された（Fig. 3）。播磨灘東部の St. 3（姫路）

と St. 5（船瀬）では，2002 年にはスナガニのみ

が確認され，2010 年には新たに少数のツノメガ

ニが混在するようになっていたが，2019 年には

再びスナガニのみとなった。播磨灘の中で最も大

阪湾に近い St. 4（林崎）と淡路島南部の St. 12（阿

万）では，2002 年に比べて 2010 年にスナガニの

減少がみられ，2019 年にはスナガニの増加とツ

ノメガニの減少がみられた。大阪湾東部の St. 7

（甲子園）と St. 8（貝掛）では，3 回の調査を通

じてツノメガニが最も多く，スナガニは 2019 年

には，2010 年に比べて減少した。大阪湾西部の

St. 6（洲本）と紀伊水道北部の St. 9（名草の浜）

では，2002 年に出現していたスナガニが 2010 年

にはみられなくなり，2019 年には一転して増加

するという特徴がみられた。紀伊水道南部の St. 

10（西広），St. 11（小浦）の 2 地点は，2002 年，

2010 年にはスナガニはごくわずかの個体が確認

されたのみで，ツノメガニがほとんどを占める状

況であったが，2019 年にはスナガニの比率が過

半数を占めるまでに増加した。太平洋岸の St. 13

（臨海）と St. 14（里野）では，3 回の調査を通じ

てスナガニは出現せず，St. 16（那智）では 2019

年にのみスナガニが 2 個体出現したが，これらの

地点ではツノメガニが多くを占めることが多かっ

た。この海域で 3 回の調査を通じてスナガニが出

現した St. 15（玉之浦）では，経年的にスナガニ

の増加とツノメガニの減少がみられた。

以上のように，大阪湾東部を除く，播磨灘東

Fig. 2.The total numbers of individuals of four Ocypode 
species collected in 2002, 2010 and 2019 in each 
of four coastal regions of the Kinki District. 
The numeral on the low histogram denotes the 
number of individuals collected.
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部から紀伊水道にかけての多くの地点において，

2002 年から 2010 年にツノメガニの増加とスナガ

ニの減少がみられたのちに，2019 年には逆にツ

ノメガニが減少してスナガニが増加するという共

通の特徴がみられた。

ナンヨウスナガニ

播磨灘では，2002 年と 2010 年に，最も東に位

置する St. 4（林崎）からのみ記録され，かつ増

加傾向であったが，2019 年にはみられなくなり，

大阪湾西部の St. 6 （洲本）が分布の北限となった

（Fig. 3）。淡路島南端の St. 12（阿万）以南の地点

においては 3 回の調査を通じて本種が確認され

た。St. 4（林崎），St. 6（洲本）と和歌山県沿岸

の St. 9（名草の浜），St. 10（西広），St. 14（小浦），

St. 15（玉之浦）など，本種が出現した地点の多

くにおいて，本種の比率が 2002 年から 2010 年に

増加し，2019 年に減少するという共通する特徴

がみられた。

ミナミスナガニ

いずれの調査年においても採集個体数は少な

かったものの，2002 年には紀伊水道の St. 10（西

広）にあった出現記録の北限が，2010 年にはさ

らに北の大阪湾西部の St. 6（洲本）に拡大した

後，2019 年には大阪湾や紀伊水道の地点では全

くみられなくなり，太平洋岸の地点でのみ確認さ

れるようになった（Fig. 3）。すなわち，2002 年か

ら 2010 年にかけて北側へ勢力を拡大したのちに

2019 年には南側へ後退するという，ツノメガニ

やナンヨウスナガニと共通した特徴を示した。

Fig. 3. Relative abundance of four Ocypode species in each study site in 2002 (left), 2010 (middle) and 2019 (right).  The 
numerals on the top of each graph show the numbers of crabs collected in each site.  Station numbers as in Fig.1.
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ツノメガニは，3 回の調査を通じて，南側の海

域ほどより大型かつ多数の個体が採集される傾向

がみられた。雌雄判別不可の 11mm 以下の小型個

体も南側の海域ほど多く，その個体数は大阪湾以

南においてはスナガニの小型個体に比べて顕著に

多かった（Fig. 5）。播磨灘，大阪湾，紀伊水道に

おいては経年的に小型化の傾向が認められ，特に，

大阪湾と紀伊水道においては，2019 年に，12mm

以上の個体が顕著に減少した。太平洋岸の 4 地点

をまとめたヒストグラムからは明瞭な経年変化

は読み取れなかったが（Fig. 5），太平洋岸の調査

地点で唯一スナガニが毎回採集された St. 15（玉

之浦）についてみると，紀伊水道などと同様に

12mm 以上の個体についての経年的な小型化が認

められた（Fig. 6）。

ナンヨウスナガニは，全海域をまとめた甲幅組

成の頻度分布を示した（Fig. 7）。2002 年と 2010 年

甲幅組成

スナガニのうち，雌雄の判別がほぼ可能となる

甲幅 12mm 以上の個体の体サイズ組成は，播磨

灘では 3 回の調査を通じて明瞭な違いは認められ

なかった。これに対して大阪湾と紀伊水道では，

2002 年と 2010 年には 16 ～ 24mm の個体が主体

であったが，2019 年には 12 ～ 16mm の個体が

主体となり，小型化が認められた（Fig.4）。太平

洋岸では，2002 年には 22mm 以上，2010 年には

18mm 以上の比較的大型の個体がわずかにみられ

るのみであったが，2019 年には 12 ～ 20mm の個

体が大幅に増加した。一方，甲幅 11mm 以下の小

型個体は，紀伊水道と太平洋岸では 3 回の調査を

通じてほとんどみられなかったのに対し，播磨灘

と大阪湾では，2002 年にはほとんどみられなかっ

たものが 2010 年から 2019 年に増加傾向がみられ

た。

Fig. 4. Carapace width-frequency distributions of Ocyopode stimpsoni collected in each of four coastal regions of 
the Kinki District in 2002, 2010 and 2019. Open, solid, and slanted parts of the histogram represent sex-
undetermined, male, and female crabs, respectively.
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象がみられていた（渡部ほか，2012）。ところが，

同一の調査地点において 2019 年にみられたのは，

南方系種の減少および分布範囲の後退と，温帯性

種スナガニの増加という，2010 年までとは逆方

向の変化であった。このような変化がもたらされ

たのはなぜだろうか。

ツノメガニの繁殖最小サイズは雄で 27mm，雌

で 29mm とされるが（Haley，1973），本研究のこ

れまでの調査では，これらのサイズを超えた，明

らかに越冬・繁殖していると思われる個体は確

認されていない（Fig. 5）。また，和歌山県北部の

名草の浜において 2000 ～ 2003 年に実施された調

査（淀ほか，2006）では，ツノメガニは毎年初夏

以降に小型個体が出現し始めて 11 月には 24 ～

27mm まで成長するものの，初冬の温度低下によ

は比較的似た体サイズ組成を示すものの，2019 年

には 12mm 以上の個体が顕著に減少した（Fig. 7）。

ミナミスナガニは，3 回の調査で 8 ～ 16mm の

個体がごく少数採集されたのみであり，変化の傾

向は明らかではなかった。

考察

南方系種減少をもたらしたもの

地球温暖化等に伴う気温や海水温の上昇などに

より，南方系の海洋生物が勢力を拡大し，スナガ

ニ類の南方系種も日本における分布北限を拡大

しているという状況の中で，近畿地方のスナガニ

類についても，2002 年から 2010 年に南方系種が

勢力を拡大し，温帯性種のスナガニが衰退する現

Fig. 5. Carapace width-frequency distributions of Ocypode ceratophthalma collected in each of four coastal regions 
of the Kinki District in 2002, 2010 and 2019. The histogram parts as in Fig. 4.
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（URL：https://wwwl.kaihom.mlit.go.jp/KANKYO/

KAIYO?qboc/　2019.11 参照）から，2000 年以降

の紀伊半島南端の潮岬から黒潮流軸までの距離に

ついて経年的に Fig. 8 に示した（この観測に際し

ては黒潮幅の外縁から流軸までの距離を 40km と

想定しており，図中で 40km を示す時は再接近し

ている状況を示す）。その結果，2002 年と 2010

年は概ね 50km 前後の距離にあることが多く比較

的近接しているといえるが，2017 年秋ごろから

黒潮は大きく蛇行・離岸し，2018 年以降はほと

んどの期間で 100 km を越えた状態になっていた。

さらに，2002 年と 2010 年の違いに注目すると，

2002 年以前の 2 年間ほどは 50km を越えているこ

とが多いのに対し，2010 年では 3 年以上に渡っ

て 50km 以下の状態にあることが多かった。

り全て死滅し，越冬できていないことが明らかに

されている。さらに，太平洋岸の広い地域で実施

された調査結果（渡部ほか，2018）からも，ツノ

メガニは四国南岸以南の地域では繁殖している可

能性が高いが，本州では繁殖していないとされて

いる。すなわち，紀伊半島のツノメガニは，南方

海域から黒潮に乗って毎年大量の幼生が来遊して

くるものの，初冬の気温低下とともにそのほとん

どあるいは全てが死滅しており，越冬していない

ものと考えられる。とすると，紀伊半島周辺の

それぞれの場所におけるツノメガニの生息個体数

は，その年の幼生来遊量に依存し，その主な供給

ルートになっていると予想される黒潮の状況に影

響を受けているものと思われる。

そこで，海上保安庁が公開しているデータ

Fig. 6. Carapace width-frequency distributions of 
Ocypode  ceratophthalma  col lected in 
Tamanoura beach (St. 15) in 2002, 2010 and 
2019. The histogram parts as in Fig. 4.

Fig. 7. Carapace width-frequency distributions of 
Ocypode sinensis collected in all four coastal 
regions of the Kinki District in 2002, 2010 and 
2019. The histogram parts as in Fig. 4.
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18mm の個体は当年生まれの個体が主体であると

推察されることから（Fig. 6），ナンヨウスナガニ

も黒潮蛇行による幼生供給量の変化により生息個

体数等の分布勢力が大きな影響を受けているとみ

られる。

黒潮蛇行がみられた 2019 年には，ツノメガニ

とナンヨウスナガニにおいて，当年生まれと考え

られる個体のうち，比較的大型の個体が減少して

いた（Fig. 5，6）。同じスナガニ属の O. quadrata 

では，低緯度地域に生息する個体群はほぼ周年繁

殖する一方で，高緯度になるほど繁殖期間が短

くなり，最も高緯度地域の個体群の繁殖は夏季

のみに限られることが知られている（Lucrezi & 

Schlacher，2014）。日本列島周辺のツノメガニと

ナンヨウスナガニについても，繁殖初期には南方

に位置する海域から幼生の放出が始まり，その後

の海水温の上昇に伴って幼生を放出するエリアも

北上することが予想される。主に黒潮による遠距

離輸送に頼るしかない，繁殖初期に南方海域で放

出された幼生の来遊量が黒潮離岸によって低下し

たことにより，早い時期に着底してより大型に成

長することが出来た個体が顕著に減少する結果に

なった可能性が考えられる。

ツノメガニとともに，同じ南方系種のナンヨウ

スナガニ，ミナミスナガニも，2002 年から 2010

年にかけて，個体数の増大や分布範囲の北方への

拡大傾向がみられた後，2019 年に個体数の減少

や分布北限の後退という共通した現象がみられ

た。このような変化は，上記の黒潮の挙動から推

察される，それぞれの調査年およびそれ以前の期

間における黒潮の影響の度合いと概ね対応してい

る。

ミナミスナガニは，南西諸島では繁殖している

が，それ以北のものはツノメガニと同様に，南方

からの幼生供給に頼っているとみられている（渡

部ほか，2018）。しかし，ナンヨウスナガニは伊

豆半島以南では繁殖していると考えられており

（渡部ほか，2018），和歌山県北部においても越

冬個体が確認されている（淀ほか，2006）。従っ

て，ナンヨウスナガニについては，南方からの幼

生供給量のみならず，越冬の成否に関わる海水温

の変化等も生息個体数に影響を及ぼしていると考

えられる。しかしながら，和歌山県北部で越冬し

たナンヨウスナガニの甲幅は 19mm 以上であるこ

とが分かっており（淀ほか，2006），本研究にお

いて 2019 年に顕著な個体数減少がみられた 12 ～

Fig. 8. Temporal change in the proximity of the Kuroshio Current to Cape Shionomisaki (Wakayama Pref.) from 
2000 through 2019.  (Data from Maritime Safety Agency of Japan：URL：https://wwwl.kaihom.mlit.go.jp/
KANKYO/KAIYO?qboc/　2019.11 referred).
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い。

真野ほか（2008）によれば，高知県西部のスナ

ガニにおいて，性成熟の目安である生殖腺指数が

最大になるのは 7 月であり，8 月から 10mm 程度

の小型個体が出現し始める。一方で，ツノメガニ

の生殖腺指数はスナガニより 1 ヶ月遅い 8 月に最

大になるにも拘わらず，10mm 程度の小型個体は

スナガニより 1 ヶ月早い 7 月には出現し始めて，

10 月まで新規加入が継続的に確認されるという。

前述したように，他のスナガニ類と同様に，ツノ

メガニにおいても，低緯度に生息するものほど繁

殖期が早く始まり，かつ長期に及ぶことが予想さ

れることから，生殖腺指数が最大になる以前に出

現した小型個体は，繁殖期がより早く始まる南方

の生息地から黒潮によって運ばれてきたものであ

ると考えられる。これらから推察されることは，

黒潮沿岸域において，ツノメガニの新規着底は，

スナガニより約 1 ヶ月前には始まって，かつ，そ

の後も南方海域から長期間にわたって間断なく幼

生が供給されるということである。その結果，ス

ナガニが着底する時期には，1 ヶ月かけて相対的

により大きく成長した個体も含むツノメガニが，

スナガニ新規着底個体の捕食者になりうる状態で

すでに生息しており，かつ，その後も長い繁殖期

を通じて生息数を増やし続けると推察される。ツ

ノメガニとスナガニの，小型個体に対する捕食は

おそらく双方向に行われうるものの，着底時期の

違い，および繁殖期間の長さと繁殖地域の広さか

ら予想される幼生供給量の違いにより，本州から

九州の黒潮流域沿岸に生息するスナガニは，ツノ

メガニによる捕食の影響をより強く受ける立場で

あり，その捕食圧を決定するツノメガニ幼生来遊

量がそれぞれの地域におけるスナガニ生息数に影

響しているものと考えられる。

以上のような関係性がツノメガニとスナガニの

間に成立していたとすれば，黒潮が近接していた

温帯性種スナガニ増加の原因

本研究において経年的な個体数変化を比較した

ところ，スナガニの減少とツノメガニの増加，あ

るいはその逆の組み合わせの変化が同時にみられ

る地点が多くみられた。両種は共に砂浜の満潮線

付近に主に生息し，ナンヨウスナガニとミナミ

スナガニはいずれも地盤高のより高い潮上帯に

主に生息する（淀ほか，2006）。従って，スナガ

ニとツノメガニには棲み場所や餌生物などの資源

を巡って強い競合関係が生じることが予想される

が，これらについての情報はほとんどない。一方，

捕食－被食に関しては以下のような知見が得られ

ている。

スナガニ類は砂浜の底生生物における上位捕食

者であり（Yong ＆ Lim，2019），ツノメガニによ

る他のスナガニ属個体の捕食行動が記録されてい

る（Hughes，1966）。また，高知県で 5 月から 12

月まで実施した胃内容物調査では，大型のツノメ

ガニからカニ類の体組織の一部が毎月確認されて

いる（真野ほか，2008）。ツノメガニの主生息域

である砂浜高潮線付近に生息するカニ類は，高

知県では主にツノメガニとスナガニであることか

ら，胃内容物から確認されたこれらのカニ類はそ

のいずれかである可能性が高い。さらに，山形県

で行われたスナガニの胃内容物調査の結果から

は，スナガニ小型個体が高い頻度で捕食されてい

ることが明らかになっている（酒田市立酒田中央

高等学校第一理科部，1968）。両種相互の捕食に

関する直接的な証拠は得られていないが，以上の

知見から，両種が共存し，小型個体も生息する環

境下においては，同種か他種かにかかわらずスナ

ガニ類小型個体が捕食されていると考えるのが自

然であろう。

次に，ツノメガニとスナガニの捕食が双方向に

起こりうるとして，それがお互いに及ぼす影響の

度合いは相称的なものなのかについて考えてみた
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いた南方系種が一時的に衰退・消失した事例が

いくつか報告されているが（大垣，2013；米本，

2018；田名瀬・和田，2019），それらの主な原因

は低温（特に寒波に伴う気温の低下）による大量

死など，すなわち越冬の失敗であると推察されて

いる。

それに対して，本研究で取り上げた南方系種の

うちツノメガニとミナミスナガニについては，紀

伊半島では越冬していないとみられるため（淀ほ

か，2006；渡部ほか，2018），冬季の気温・海水

温低下とは関係なく，黒潮離岸に伴う幼生供給量

の減少が主な原因であると推察される点が既往研

究とは異なっている。ただし，南方海域から幼生

が来遊し始める繁殖初期である春～初夏において

は，到達場所周辺の気温や海水温が，そこに到達

してからの幼生の生残率に影響を及ぼすことも考

えられることから，紀伊半島沿岸域に到達する幼

生の量に加えて，それぞれの生息地の気温・海水

温の一時的な変動もこれらの種の生息個体数に影

響を及ぼしている可能性もある。

本研究において，太平洋岸の多くの地点でスナ

ガニが確認できていない中で，St. 15（玉之浦）に

おいてのみ継続的なスナガニの生息が認められた。

この理由は明らかでないものの，玉之浦地点の特

徴として，その南西側に位置する浦神半島によっ

て黒潮の流れに対してやや遮蔽された地形的特性

を持っているということがあげられる。同じよう

に，関東から沖縄の太平洋岸域の広い範囲でスナ

ガニ類の分布を調べた渡部ほか（2018）の調査結果

においても，スナガニが確認されたのは，伊豆半

島で 6地点中の 1地点，四国で 7地点中の 1地点，

種子島で 4地点中の 1地点のみあったが，これら

はいずれも半島や湾入地形の存在によって黒潮の

流れから遮蔽された地形的特性を有する場所で

あった。さらに，鹿児島本土の 9地点のうち，外

海に面した場所では南方系種が優勢であるのに対

2002 年と 2010 年に比べて，2017 年以降には黒潮

離岸によってツノメガニ幼生の来遊量および生息

密度が低下し，その結果，スナガニ新規着底個体

への捕食圧が相対的に低い状況が複数年にわたっ

て継続したことによって，2019 年調査時にはス

ナガニ個体数が回復していたとみることができ

る。

ツノメガニとスナガニが混生する砂浜におい

ては捕食圧をより強く受けるスナガニの小型個

体が少ないことが指摘されているが（渡部ほか，

2012），2019 年にツノメガニの減少が特に顕著で

あった紀伊水道や玉之浦においてスナガニの小型

個体が比較的多くみられたことも，ツノメガニの

捕食圧低下に伴ってスナガニ小型個体の生残率が

上昇したことにより生じた可能性がある。

総括と展望

多くの南方系海洋生物とともにスナガニ類南方

系種についても，その分布北進など温帯域での勢

力拡大については多くの報告があり（例えば高田・

和田，2011；和田・和田，2015；若林，2018 な

ど），おそらく広域的・長期的にはこの傾向は明

らかであると思われる。そのような傾向の中にあ

りながらも，黒潮の影響を強く受ける紀伊半島沿

岸域においては，黒潮の離岸・接岸等による，よ

り局所的・短期的な衰退・増加の変動を繰り返し

ており，紀伊半島では再生産を行っていない，い

わゆる無効分散の状態にあるツノメガニなどの南

方系種が，温帯性種であるスナガニの生息状況に

影響を与え，そのような変化は播磨灘のような黒

潮から遠く離れた内湾域の一部にまで及んでいる

ことが本研究では明らかとなった。

紀伊半島南部に位置する田辺湾においても，こ

の数十年間に気温・水温が上昇傾向にあったこと

が示されている（例えば Ohgaki et. al.，2018 など）。

そのような状況の中で，長期的には勢力を増して
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（酒田市立酒田中央高等学校第一理科部，1968），

長期間に渡って安定した生息を維持するために

は，ある程度の規模（高潮線付近から潮上帯まで

の幅）を持った砂浜が必要となる。しかし，護岸

や道路建設，埋め立てなどにより，日本の砂浜部

の多くはその高地盤側の一部がすでに失われた状

態にあるとともに，全国で進められている防潮堤

建設などによって現在もそのような場所の多くが

失われつつある。また，川砂利採取やダム堆砂等

によって河川からの土砂供給が減少したことによ

り，全国の海岸において砂浜の縮小や海岸浸食

が生じていることが試算により明らかにされてい

るほか（有働ほか，2016），地球温暖化による海

水面上昇により今世紀末には日本の砂浜の 9 割以

上が失われるとの試算もある（国土交通省 HP：

URL：https://www.mlit.go.jp/common/001095553.pdf

　2020.2 参照）。

以上のように，砂浜海岸は日本の沿岸域におい

て，環境劣化や縮小・消失が危惧される海岸地形

の 1 つであると考えられ，今後はより積極的な保

全措置が必要とされ，効果的な保全手法や評価手

法が検討されることが予想される。そのような状

況の中で，スナガニ類は，砂浜環境の健全性や人

為的影響の度合いを評価する際の指標として，ま

た，失われつつある砂浜海岸の象徴として，より

注目されることになるであろう。
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し，桜島の存在によって極度に閉鎖的な地形特性

となっている鹿児島湾奥部の 3地点からは南方系

種は確認されず，スナガニのみが採集されている。

これらの既往知見と本研究結果を併せて考える

と，関東から種子島に至る黒潮流路に沿った沿岸

域においては，スナガニ個体群はツノメガニによ

る強い捕食圧に晒されているため，ツノメガニの

幼生供給源である黒潮の影響を強く受ける場所で

は生残が困難な状況であり，その影響がやや弱ま

るような遮蔽的地形特性を持った場所に主に残存

しているという実態が浮かび上がってくる。

今回の調査でみられたように，黒潮の離岸など

により一時的にスナガニが勢力を回復することは

あるものの，長期的には，高知県西部付近にある

と思われるツノメガニ繁殖個体群の北限地が温暖

化に伴って北上するなどして，さらに勢力を増し，

スナガニにとってより厳しい状況になることが予

想される。

一方，黒潮の影響を直接受けにくい瀬戸内海や

日本海においては，近年になってツノメガニの生

息が記録されるようになってきたものの（高田・

和田，2011；渡部ほか，2012），現時点ではツノ

メガニによる影響は太平洋岸に比べればそれほど

大きくない状況であると予想される。しかし，そ

れにもかかわらず，山形県，広島県，岡山県，兵

庫県，愛媛県では県が発行するレッドデータブッ

クによって，スナガニは絶滅危惧種あるいは準絶

滅危惧種に指定されており，スナガニ減少の理由

として，埋め立てなどの「開発による生息域の減

少」や「砂浜そのものの消失」，過度な利用によ

る「人為的攪乱」などがあげられている（山形

県希少野生生物調査検討委員会動物部会，2003；

大 塚，2011； 渡 部，2014； 大 森，2014； 渡 部，

2020）。

スナガニの越冬は活動期の主な生息場所である

高潮線付近よりもより陸側の砂浜で行われるため
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